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『政策とアカデミズム～学者による政策運営への関わり方～』

第１回・第２回

中間報告書について 

コンテンツ 
１．提出期限及び提出方法について 

２．第１回中間報告書のフォーマットについて 
３．第２回中間報告書のフォーマットについて

４．中間報告書テンプレートの使い方及び注意事項 

１．提出方法及び提出期限について 

❶提出方法 

・中間報告書のファイルをメールに添付して送ってください。 

・完成した報告書をWordのファイルで保存し、そのファイル名を 

「○○大学××研究会（論文表題）」の形式にしてください。 

（例）「IS大学FJ研究会（三角合併解禁は対日投資を促進させるのか）」 

・提出先は（is_w_teishutsu_2008@yahoo.co.jp）までお願い致します。 

❷提出期限 

第１回中間報告書

· 9/18（木）23：59 時間厳守 

第２回研究方向性報告書

・10/8 （水）23：59 時間厳守
※提出が遅れますと、今後の企画そして政策フォーラムへの出場を辞退して頂くことになる場合もございますので、遅れることのないようにお願い致します。 

２．第１回中間報告書のフォーマットについて 

❶字数制限について 

「現状・問題意識」「分析方法、もしくは分析の方向性」の記入欄の字数を、合わせて4,000字～6,000字程度としてください（図表・脚注を除く）。各項目内で字数をどのように振り分けるかは自由です。 

❷中間報告書フォーマット構成 

第1項：表紙 
第2項：現状・問題意識 

第3項：分析方法、もしくは分析の方向性 

第4項：政策提言の方向性
第5項：主要参考文献・引用文献・データ出典 
＊第2項・第3項合わせて4000～6000字程度にしてください
❸各項説明 

１．表紙 

現時点での論文名をご記入下さい。最終論文ではございませんので、仮題で結構です。また、サブタイトルがございましたら、表題の下にご記入下さい。 

また、中間報告書を執筆された方の氏名をご記入下さい。 
２．現状・問題意識 

今現在研究されているテーマの現状や問題点についてご記入下さい。 
３．分析方法、もしくは分析の方向性 

今現在研究されているテーマの分析方法についてご記入下さい。 

ここで言う「分析方法」とは、政策提言に至るための考察や手段、論理的な展開や流れのことを指します。その手法は、研究会や論文によって様々であると思いますので、次の例を参考にして下さい。 

（例）アンケート調査をどのように行うのか、どのような先行研究を用いて理論モデルを構築するのか、どのような計量モデルを用いて分析をするのか、どのようにロジックを展開するのか、など。 

また、現時点で分析まで出来ていない場合は、その方向性についてご記入下さい。 

４．政策提言の方向性
今現在研究されているテーマに対して、自分たちが提言する政策の方向性がまとまっていたら、ご記入ください。
＊現時点で具体的な案がなければ、記入しなくてもかまいません。
＊文字制限には含めません。
５．主要参考文献・引用文献・データ出典 

論文の作成において、とりわけ重要な参考文献５点以内、引用文献、及びデータの出典についてご記入下さい。 

３．第２回中間報告書のフォーマットについて 

❶字数制限について 

「現状・問題意識」「分析方法、もしくは分析の方向性」「政策提言」の記入欄の字数を、合わせて7,000字～10,000字程度としてください（図表・脚注を除く）。各項目内で字数をどのように振り分けるかは自由です。 

❷中間報告書フォーマット構成 

第1項：表紙 

第2項：要約
第3項：現状・問題意識 

第4項：分析方法、もしくは分析の方向性 

第5項：政策提言

第6項：主要参考文献・引用文献・データ出典 
＊第３項・第４項・第５項合わせて7000～10000字程度としてください
❸各項説明 

１．表紙 

現時点での論文名をご記入下さい。最終論文ではございませんので、仮題で結構です。また、サブタイトルがございましたら、表題の下にご記入下さい。 

また、研究方向性報告書を執筆された方の氏名をご記入下さい。 
２．要約
要約を1,500字程度で記入してください。
３．現状・問題意識 

今現在研究されているテーマの現状や問題点についてご記入下さい。 
４．分析方法
今現在研究されているテーマの分析方法についてご記入下さい。 

ここで言う「分析方法」とは、政策提言に至るための考察や手段、論理的な展開や流れのことを指します。その手法は、研究会や論文によって様々であると思いますので、次の例を参考にして下さい。 

（例）アンケート調査をどのように行うのか、どのような先行研究を用いて理論モデルを構築するのか、どのような計量モデルを用いて分析をするのか、どのようにロジックを展開するのか、など。  

５．政策提言

今現在研究されているテーマに対して、自分たちが提言する政策をご記入下さい。

６．主要参考文献・引用文献・データ出典 

論文の作成において、とりわけ重要な参考文献５点、引用文献、及びデータの出典についてご記入下さい。 

４．中間報告書テンプレートの使い方及び注意事項 
❶テンプレートの使い方 

・指定のテンプレートの青フォントの部分に内容を記入し、黒フォントに直してく
ださい。赤フォントの部分は消去して下さい。 

・フォントは基本的に「ＭＳ明朝」の10.5サイズにしてください。なお、表題やサ
ブタイトルなどは柔軟に対応していただいて構いません。 

・脚注の付け方：
Microsoft Word 2003の場合

ツールバーの「挿入」を選択、「参照」→「脚注」の順でクリックして下さい。参照がない場合は展開ボタンをクリックして下さい。 

Microsoft Word 2007の場合



ツールバーの「参考資料」を選択、「脚注の挿入」をクリックして

下さい。
❷注意事項 

・提出期限や字数制限は厳守してください。 
・厳守して頂けない場合は今後のイベントの参加を辞退して頂く可能性があります。

・中間報告書は中間発表会にてゲストにお渡しする事前資料となっております。そのため中間発表会で発表していただくテーマと中間報告書のテーマは一致している必要があります。

・期限内であれば、中間報告書は何度提出していただいても構いません。

・論文の研究テーマが変わった場合はすぐに運営委員までご連絡下さい。 
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